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第２問 Ｂ 問３生 物

表のデータからわかることをもとに考察する問題

202３年度大学入学共通テスト
「生物」
受験者数： 5７,８７５人
平均点： ３９．７４点
標準偏差： １４．８０

【出典】 問題・データとも、2023年度大学入学共通テスト（本試験）より。データは「令和５年度大学入学共通テスト（本試験）平均点等一覧（中間集計その２）」のものです。
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第２問Bでは、ヒトの嗅覚に関して、データを読み取り、考察する問題と計算問題が出さ
れました。
問３は、異なる嗅覚受容体を発現させた二つの培養細胞を用いて、ヒトの匂いの識別
のしくみを調べる実験の結果をもとに、嗅細胞に関する推論として適当でないものを選
択する問題でした。表１・表２のデータを適切に読み取り、読み取った情報を整理・統
合しながら、選択肢を一つひとつ吟味する力が問われました。

共通テストでは、教科書の知識・理解を問う問題だけでなく、初見の図表や資料を読み
取って考察させる問題も多く出題されています。まずは、授業の進度に合わせて、教科
書の知識・理解を着実に定着させていくことが重要であると考えます。加えて、習得し
た知識・理解を活用して問題を解く力や、初見の図表・データを読み解く力、資料や問
題文から解答に必要な情報を取り出したり、情報を整理・統合したりする力を身につ
けることも大切です。今回取り上げた問題は、選択肢を一つひとつ丁寧に見ていけば
解答はそれほど難しくなかったと思われますが、限られた試験時間の中で1問に割け
る時間は多くはないため、読解力・情報処理力を身につけておく必要があると考えます。
2年生のうちから、初見の資料を扱った問題や、複数の情報を処理する必要がある
問題の演習に取り組み、実践力を身につけておきたいところです。

出 題 の 特 徴

指導の ご提案

第２問 Ｂ 問３生 物

表のデータからわかることをもとに考察する問題

教材のご紹介
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表のデータからわかることをもとに考察する問題

解答解説

第２章 問題14

教材のご紹介… 「進研WINSTEP 生物［改訂版］」

「2024共通テスト対策【実力完成】直前演習 生物」（2023年6月発刊）

模試や入試の過去問で既習事項を復習し、３年生２学期からの本格的な実戦演習へ

定価930円（税込み）

考え方をわかりや

すく解説。

右段には、補足情

報を掲載。


